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序文

わが国において、初めて法治国家体制が確立されたのは大宝元年 (701)に制定された

大宝律令以降と考えられており、この時期に藤原京や平城京などの国家の中枢機能を果

たす都が造営され、律令体制と呼ばれる中央集権的国家体制が確立されました。また一

方、地方においても行政組織が整備され、国 ・郡 ・里と呼ばれる、現在の県と市町村の

ような行政単位が整備されました。

このような律令体制のもとで、千葉県には上総 ・下総 ・安房の 3国が置かれ、その下

に23の郡が配置され、それぞれの役所として、国には国府が、郡には郡街が設置されま

した。現在、県内では明確な国府は確認されておらず、郡街も下総国相馬郡街にあたる

我孫子市日秀西遺跡や下総国埴生郡街にあたる栄町大畑 I遺跡などがわずかにわかって

いるだけで、県内の官街遺跡の実態は不明のままです。

そこで千葉県教育委員会では、県内の官街遺跡の状況を解明することを目的に、平成

7年度から国庫補助を得て、官街関連遺跡確認調査を実施しております。平成 7・8年

度は上総国海上郡街推定地である市原市西野遺跡、平成 9年度は上総国武射郡街推定地

である成東町嶋戸東遺跡の発掘調査を実施し、いずれも大きな成果を得ることができま

した。

4年度目にあたる本年度は、前年度に引き続き、成東町嶋戸東遺跡の調査を、財団法

人千葉県文化財センターに委託して実施しました。

その結果、従来の成果及び整然と配置された大規模な掘立柱建物跡群の存在が明らか

となり、郡寺である真行寺廃寺跡との位置関係からも、本遺跡が武射郡街跡であるとの

確信を深めるに至りました。

このたび、その調査結果がまとまり、刊行の運びとなりました。本書が学術資料とし

て、また文化財保護と活用のための基本資料として広く活用されることを期待します。

最後になりましたが、文化庁をはじめ、成東町教育委員会、土地所有者の方々など、

関係者の皆様には多大な御協力をいただきました。心から感謝いたします。

平成11年 3月

千葉県教育庁生涯学習部

文化課長 中村 哲



凡例

1 本書は、成東町島戸406-1ほかに所在する嶋戸東遺跡(遺跡コード404-006)の第 2次発掘調査報告

書である。

2 本事業は、千葉県教育委員会が国庫補助を受けて行っている官街関連遺跡詳細分布調査の第4年次に

当たり、調査は財団法人千葉県文化財センターに委託して実施した。

3 発掘調査及び整理作業は、調査部長 沼津豊、東部調査事務所長 三浦和信の指導のもと、研究員

小林信ーが下記の期間に実施した。

4 発掘調査平成10年10月1日~平成10年10月30日

整理作業平成10年11月2日~平成10年12月28日

5 本書の執筆は、研究員 小林信ーが行った。

6 調査の実施に当たっては、成東町教育委員会、(財)山武郡市文化財センタ一、土地所有者 井野 明・

金親満 ・鈴木治美 ・山辺進の各氏を初めとする地元の皆様、岡田茂弘 ・田所真 ・津野仁 ・松田

礼子 ・松本太郎 ・宮内勝巳 ・山口直人・吉田恵二の各氏から多大の御協力をいただいた。記して感謝の

意を表する次第である。

7 本書で使用した地形図は、下記のとおりである。

第 1図 国土地理院発行 1/50，000地形図「東金J(N 1-54-19-11)平成元年修正

第 2図 成東町役場発行 1/2，500成東町平面図 2 (IX-LF33-3)平成 5年修正

成東町役場発行 1/2，500成東町平面図 6 (IX -L F 43-1 )平成 5年修正

8 本書で使用した遺構の略号は、下記のとおりである。

溝跡 (SD) 竪穴住居跡 (S1) 棚列跡 (SA) 建物跡 (SB) 性格不明な遺構 (SX) 

なお、遺物の実測図 ・図版に記載したT記号については、トレンチの略号である。

9 本書で使用した間尺の尺度記載については、天平尺(l尺=297mm) を基本としたが、数値としては、

1尺=0.3mとして概算値を記入した。

10 本書の掘立柱建物跡の方位については、南北棟は桁の方位、東西棟は梁の方位を標記した。

11 鉄津の磁着度測定については、工業用磁石(標準磁石)を用いた。また、メタル度については特殊金

属探知器を使用し、「鉄塊系遺物」などの中に遺存する金属の量を測定した。鏡化(ム)→H (0)→M 

((Qj)→L (・)→特L (会)の順に対象金属が大きいことを示している。

12 本書で使用しているスクリーントーンは、以下のとおりである。

Eヨ 赤色塗彩 に コ漆仕上げ
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I はじめに

l 遺跡の位置と環境

嶋戸東遺跡の所在する成東町は、千葉県の中央部東側に位置し、東部は九十九里海岸にまで伸びる。

成東町周辺の台地は、成東川、境川、木戸川、栗山川などの太平洋に流入する河川によって区切られてお

り、本遺跡の所在する台地は、木戸川と境川によって挟まれ、境川に面する地域に位置する。

本地域は真行寺古墳群をはじめとして、麻生新田古墳群 ・板附古墳群1)・胡摩子台古墳群2)等、数多くの

古墳が分布しており、注目される地域である。

本遺跡は、真行寺廃寺跡の北西、 250mの距離に位置する。真行寺廃寺跡川ま、「武射寺」の墨書土器が出

土したことから郡寺と考えられている寺院である。君!日名寺院の近隣に郡街が存在する確率は高く、本地域

一帯は武射郡の中心域である可能性が高いと考えられていた。周辺の奈良 ・平安時代の遺跡(第 1図)に

は真行寺廃寺跡のほかに、小川廃寺跡 ・湯坂廃寺跡 ・比良台遺遺跡4)・栗焼棒遺跡的 ・真行寺遺跡6)を挙げる

ことができる。

付近の標高は49m前後である。本遺跡一帯は畑地・山林が主体で一部が宅地となっている。

都周1柊ミ治.f.~ぶ~，以 " ，W"，入" ，~\í，ぷ可〉

第 1図遺跡分布図 S =1/50，OOO(国土地理院発行)
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真行寺遺跡 議
4 真行寺古墳群 R 
5 胡摩手台古墳群ト

6 IJサ11廃寺跡 3 
7 麻生新田古墳群 J 
8 栗焼棒遺跡 多
9 板附古墳群 ν 

10 湯坂廃寺跡 5 
11 湯坂古漬群 3 
12 比良台遺跡 ぷ
13 蕪木台古墳群 :主

14 蕪木古墳群 ? 
15 大堤古墳群 :;j 

3談諸穂町公職



本遺跡の所在する台地よりも南側は、千葉県の土地分類基本調査7)を見ると砂州間低地や砂川、I(砂堆)が

広がっていることが分かる。この付近の台地沿い砂州間低地には、早船 ・水深などの地名が見られ、この

付近が一部水没していた可能性が考えられる。また、本遺跡から南側約 2kmの距離には津辺という地名が

存在する。この地区の近くには作田川と境川の合流点があり、古くからの水運の要所であった可能性も考

えられる。おそらく古代においては、これらの河川及び砂州問低地の中の水没した部分を利用した水運が

発達していたのではなかろうか。

このような点から考えるならば、嶋戸東遺跡の所在する区域は郡街としての重要な機能の一つで、ある「物

資を集積」するための絶好の条件を備えている。すなわち、作田川 ・境川 ・木戸川をはじめとする方々か

ら船で物資を津辺の近辺まで運び、それを台地上の武射郡街まで運び入れていた可能性を考えることがで

きる。

2 これまでの調査の概要

本遺跡では、平成 3年に宅地造成に伴い、(財)山武郡市文化財センターによって600ぱの本調査8)が行わ

れ、掘立柱建物跡 2棟と溝 3条が検出された。掘立柱建物跡は大型であり、 B-1は直径 1m前後、深さ

1 m----1.4mの柱穴が調査区内で 4間分検出され、主要な建物跡を囲んでいた回廊の一部と考えられている。

B-2は主要な建物の一部とされ、検出部分から想定される規模は、桁行 6問、梁行 4聞ないし 5聞の建

物跡と考えられている。柱穴は、直径が 1m----l. 3mで、深さは 1m----l. 4mである。

平成 9年度に当センターが千葉県教育委員会の委託を受けて行った調査的(第 1トレンチ~第 8トレンチ)

では、奈良 ・平安時代の掘立柱建物跡 7棟 (SBl----5・8・9)、基壇 2基 (SB 6・7)、棚列跡 2列

(SA1'2)、溝10条 (SDl----8・10・11)、足場ピット及び柱掘形多数を検出した。ほかに弥生時代

後期の竪穴住居跡 1軒 (SI 1)、古墳時代後期の竪穴住居跡9軒 (SI 2----7・9----11) と溝 1条 (SD 

9 )を検出した。

掘立柱建物跡群の中でいくつかの核となる区域の存在が見られた。第 4トレンチの南半部及び第 7トレ

ンチには、多くの大型建物跡が集中し、同トレンチからは東西棟の建物跡で 3間x5聞の掘立柱建物跡(S

B 1 )を検出した。この掘立柱建物跡は、ほぽ同ーの場所で 2回の建替えがなされたと考えられる。東西

の柱聞は306m(12尺)であり、 18mの規模を有し、南北は時期により長さが変わり、 207m( 9尺)と204m( 8 

尺)の柱問で、 801m又は702mになるものと考えられる。なお、この SB 1は、一時期には礎石建物であっ

た可能性も考えられる。

このほかに溝を有する棚列跡 1基、規模は不明であるが掘立柱建物跡と考えられる遺構3棟を検出した。

調査区中央区域に東西方向にトレンチ調査を行った第 5トレンチについても、掘立柱建物跡の重複が認め

られ、大型建物跡が点在することが分かつた。トレンチよりも西及び南側についてはどの程度遺構が伸び

るか不明である。ただし、北方については、第 1トレンチ内から大型の柱掘形を 1基検出したのみであり、

掘立柱建物跡の広がりは認められなかった。第 3トレンチでは、トレンチ東部から遺構を集中して検出し

た。北側については、(財)山武郡市文化財センターの調査で掘立柱建物跡が検出されており、東側・南側

部についてはさらに遺構が伸びることが予想された。

第 2トレンチでは、掘立柱建物跡の柱掘形と重複して掘込地業を有する基壇跡 2基を検出しており、周

囲に同様な基壇跡が存在する可能性が高い。

2 -



これまでの調査で、郡街関連の遺跡の広がりについては(第 2・3図)、南北の距離は、北は第 1トレン

チ南部のSDnから、南は第 4トレンチの南端部よりさらに南方までお伸び、直線距離は100mを越えている。

東西の距離は、第 5トレンチの西端から第 2トレンチ b区までで'185mを測り、さらにY字路の断面に見ら

れる未調査の掘込地業遺構(スクリーントーン部)まで含めると350mを越す規模となる。 l町X3.5町以

上の規模に達することが明らかとなった。また、遺跡の南と東 ・西側については確認トレンチよりも遺跡

がさらに広がることが予想された。

前年度の調査では、掘立柱建物跡は真北に近い軸を有する一群と、 20度前後西に振れる一群と、 34度前

後西に振れる一群を検出した。この軸の振れは時期差によるものと考えられる。現在までのところ、真北

を向く一群の方が最も古い可能性が考えられる。

掘立柱建物跡群の出現時期については、竪穴住居跡の最も新しい遺構が7世紀後半であり、掘立柱建物

跡はそれ以降のものであると言うことはできるが、奈良時代の所産の遺物群がほとんど検出されず、具体

的な年代は不明である。ただし、建物の柱掘形の規模等が画一的であり、しっかりとしたものである点や、

同一区域で4回の建替えがあることから、奈良時代でも早い段階のものと考えられる。

出土した遺物については、奈良 ・平安時代の遺物は極端に少ないが、特徴的なものとして墨書土器と転

用硯及び鉄津の存在が挙げられる。墨書には「舌」 ・「家」の文字が見られる。

J王
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11 調査の概要

l 調査区の設定

今回の調査は第 2次調査であるので、これまでに発掘調査で検出された遺構の中で、遺跡中枢部と考え

られる部分の周辺をさらに調査し、各ブロックの性格をより明確にさせることと、遺跡範囲の西端 ・南端

の把握を目的とした。前述のように、(財)山武郡市文化財センターの調査によって、回廊状建物跡と掘立

柱建物跡と考えられる遺構が検出され、昨年度の調査でもこれの続きと考えられる柱穴を検出したので、

これを遺跡の中核部と判断して調査を進めることにした。すなわち、山武郡市文化財センターの調査区と

平成 9年度に調査した第 3トレンチの聞に第14トレンチを設定して遺構のつながりを確かめることにした。

そして、もう一つの核と考えられる第 4・7トレンチの大型掘立柱建物跡の性格把握のために SB1より

も南の区域に第11トレンチを設定した。また、遺跡の南限を確認するために、第12トレンチをさらに第11

トレンチの南方に配置した。そして、西端確認のために第 9トレンチを南北方向に、第10トレンチを東西

方向に設定した。また、大型の溝SD1も遺跡を考える上で重要な視点、になると考え、溝SD1を検出し

た第 8トレンチの北側に第13トレンチを設定した。

2 調査の経過

10月1日 機材搬入、テント等の設営と発掘区の設定を行う。 2日 第10トレンチの発掘を開始した。

5日 第10トレンチで弥生時代と古墳時代の竪穴住居跡を 5軒検出した。第 9トレンチの調査を開始した。

6日 雨天により休業する。 7日 第10トレンチの最東部で柱掘形 3基を検出した。第11・12トレンチの

調査を開始した。 8日 第11トレンチで間尺9.5尺で4間分の柱掘形を検出した。第14トレンチの調査を開

始した。 9日 第11トレンチの柱掘形 (SB 12) は5間以上続くことを確認した。また、同トレンチの最

南端で南限と考えられる溝SD14を検出した。 12日 第12トレンチ部分は谷部となっていることを確認し

た。第13トレンチの発掘を開始し、 SD1及び柱掘形を検出した。第14トレンチで、柱掘形を検出した。

13日 第10・12トレンチの写真撮影を行う。 14日 第10トレンチの遺構実測を行う。第 9トレンチで竪穴

住居跡を検出した。 15日 第11トレンチの写真撮影を行う。 16日 第14トレンチでSB8の続きと考えら

れる柱掘形を検出した。 19日 第13トレンチで間尺9.5尺で東西に伸びる掘立柱建物跡を検出した。 20日

各トレンチ検出遺構の実測を行う。 21日 第14トレンチの遺構検出 ・精査を続行する。 22日 SB8は束

柱を有する建物跡と判明し、昨年度調査を行った SB9もSB8の一部であることが明らかになった。ま

た、 SB8の東側に大型の掘立柱建物跡が存在することが明らかとなり、これに新たに SB9の遺構番号

を与えた。 26日 SB9は切合いがあることが判明した。調査の終了したトレンチから埋戻しを開始した。

27日 第13トレンチで検出した SD1と第11トレンチの溝との関係を調査するために、両者が直交すると

考えられる地点に新たに第15トレンチを設定し、調査を開始した。 28日 第15トレンチでSD1を検出し

たが、第11トレンチから伸びる SD14は検出することはできなかった。 29日 写真撮影 ・遺構実測を行っ

た後に、埋戻し作業を続行し、作業を終了した。 10月30日 後片付けを行い、撤収した。

11月2日から整理作業を開始し、 12月28日にすべての作業を終了した。
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旧 遺構と遺物

今回の調査では、広範囲の確認調査であったので、遺構の測量については基本的に平板測量によるもの

としたが、第10 トレンチ c~f 区 ・ 第11 ・ 13 ・ 14 トレンチについては、遺構の性格を鑑みて、簡易遣り方

で測量を行った。遺物の取上げは、第 9・11・12トレンチについては、トレンチ北端部から 3mまでを a

区、 3mから 6mをb区というように 3mごとに区分した。第10・13・14トレンチは、 トレンチの西端を

基点、として 3mごとに区分している。なお、トレンチ番号及び遺構番号については、昨年度調査時からの

連番としている。

遺構が認められなかったトレンチは第12トレンチのみであり、ほかのトレンチからは掘立柱建物跡を中

心として、竪穴住居跡や溝跡を検出した。

第9卜レンチ (第 4図~第 6図、図版 1・6・7)

本トレンチは、遺跡の西端を確認する目的で設定したトレンチである。古墳時代の竪穴住居跡 7軒、奈

良時代の竪穴住居跡 1軒、平安時代の竪穴住居跡 l軒を検出した。竪穴住居跡の重複が著しい区域であり、

掘立柱建物跡は認められなかった。遺物の出土は本トレンチが最も多く、土器整理箱 4箱の遺物量である。

トレンチの南側の S121 (第 4図)は、 9世紀前半の竪穴住居跡であり、古墳時代後半の S127・28と

古墳時代初頭の S129を切って存在する。 S121について当初は、灰黄色粘土が一面に散って、固まって

いたため、版築の可能性を考えた。しかしながら、サブトレンチを聞けたところ、粘土はカマドの構築材

が流出したものであったため、竪穴住居跡であることが判明した。平面形が横に長い形状であり、工房跡

の可能性も考えられる。カマド周辺からは、カマド構築材として使用されていた丸瓦が多く出土した。

S 127はS128・29を切り、 S121に切られて存在する 7世紀中葉の竪穴住居跡であり、 S128は6世

紀後半の遺構である。 S129は古墳時代初頭の竪穴住居跡である。しっかりとした床面であり、掘込みが

浅い炉を有する。

トレンチの中央の S122は8世紀前半の竪穴住居跡であり、 S123及び 7世紀第 3四半期の S124の一

部を切って存在する。覆土にはローム塊が多く見られる。トレンチ北側の S126は7世紀中葉の竪穴住居

跡であり、 6世紀後半代の S125を切っている。また、 S125はS124に切られて存在している。

第 4 図 1~3 は、 S 129出土の弥生時代末~古墳時代初頭の土器である。 1は口縁部に刻目を有する聾

であり、胴部内外面は木口状工具によるナデがなされ、内面にはミガキが施されている。 2は窒の底部で

あり 、外面には縦方向のミガキ、内面には細かなハケ目が見られる。 3は台付聾の台部であり、外面には

縦方向のミガキがなされている。

4~7 は S 125出土遺物である。 5は内外面に赤色塗彩が施された土師器杯であり、復元口径14.4cmで、

外面に手持ちへラ削りがなされている。 6も土師器杯であり、完形で口径は11.5cmを測る。口縁部外面に

指押さえと指ナデが顕著に見られ、底部外面には籾殻の圧痕が認められる。 7は丸底の土師器聾の底部で

あり、外面にはへラ削り、内面にはミガキがなされている。 4は片刃式の鉱と考えられる鉄製品である。

これらは 6世紀代の所産と考えられる。 8~10は S 126出土の土師器杯である。 8は復元口径13.3cmで、
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第 9トレンチ遺構 ・遺物実測図第 4図

9は復元口径11，4cmで、内外面にミガキがなされ、漆仕上げが施され内外面にはミガキが施されている。

ている。 10は薄手で内面の色調が樟色の杯であり、内面に放射暗文様の細かなミガキが施されている。

11~13は S 124出土土器である。 11は須恵器蓋であり、復元口径はg，2cmで、天井部外面には組い回転へ

ラ削りが施されている。 12は復元口径11.0cmの土師器杯で、外面には手持ちへラ削りがなされ、内面及び

外面の口縁部にミガキが見られ、漆仕上げが施されている。 13は土師器聾であり、外面は口縁部先端付近

9 



三正イ

\一主主主~三グー

0-5 

]{Ø~ 

自鍾

~-~3 ¥詞吋

ì~;l ~~ ~J 
20 cm 

札口1ms_・、，“ 潟

院lfI

20 cm 

第 5図 S 121遺物実測図

までへラ削りが施されている。 14はS122出土の須恵器蓋であり、焼成が良好な優品である。天井部外面

は回転へラ削り後に鉦が付けられている。転用硯として利用されており、内面全面にスリ面が見られた。

第 5図はS121の出土遺物である。 1~ 3・5はロクロ土師器杯であり、 1は口径が1l.4cmで、底部外

面には手持ちへラ削りが施されている。 2は底径7.1cmで、底部回転糸切り後に底部外周及び端部に手持ち

へラ削りを施し、外面には赤色塗彩がなされている。 3は復元底径が7.4cmで、底部回転糸切り後に底部外

周を手持ちへラ削りしている。 5は底部破片であり、外面には小破片のため判読できないが墨書が見られ

る。 4はロクロ土師器皿である。堅散で表面がザラついており、あるいは須恵器である可能性も考えられ

る。復元底径は10.0cmであり、底部外面及び下端に手持ちへラ削りが施されている。 6は土師器杯であり、

外面は手持ちへラ削り、内面はナデ後に一部分にミガキがなされている。 7は土師器警であり、胎土に雲

母片を多量に含む。胴部外面には横方向のナデが見られる。 8は須恵、器聾であり、底部外面は無調整で、

胴部下端には横方向のへラ削りがなされている。千葉市域産の須恵器である。
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第 6図 第 9トレンチ遺物実測図

9'" 13は丸瓦であり、 9の凸面はナデがなされ、凹面には布目痕が見られる。側面の一部が残存する。

10の側面には面取りが3面あり、凸面は縦方向の削り、凹面には布目痕が見られる。 11は側面の面取りは

3面で、狭端部は、凹面側と狭端面の 2面に削りが施されている。凸面には縦方向の削りが顕著に見られ、

凹面には布目痕が 2重になっている部分がある。 12の側面の面取りは 3面で、狭端部の狭端面に削りが見

られる。凸面には縦方向の削りが見られ、凹面には布端の綴りが明瞭に認められる。 13は側面の面取りは

3面で、狭端面にはナデが施されている。 14は平瓦であり、広端面に削り、側面には側面及び凹面側に削

りがなされている。凸面には格子目叩き、凹面には布目痕が見られる。

第6図はトレンチ内出土遺物であり、 1"'5は古墳時代の土器である。 lは須恵器蓋であり、復元口径

は9_0cmで、口縁部と天井部の境に 1条の沈線が見られる。 2は須恵器杯の小破片である。 3は須恵器聾の

胴部破片であり、外面には平行叩きが施され、内面には同心文当て具痕が顕著に見られる。 4は土師器小

型聾であり、外面には摩耗で判断しにくいが、横方向のへラ削りが見られ、内面には横方向のナデがなさ

れている。 5は土師器高杯の脚部であり、外面はへラ削り後にナデ及び一部にミガキがなされる。

6'" 15は奈良・平安時代の土器である。 6は灰紬陶器の査又は平瓶と考えられ、胎土は精選されており、

外面には淡緑灰色の粕が見られる。 7. 8は須恵器高台付杯であり、両者とも高台は貼付け高台である。

7の胎土には白色小石が多く見られ、形態そのほかから考えて常陸地域産の可能性が認められる。 8は、

胎土に白色針状物質を少量含み、形態 ・技法的にも永田 ・不入窯跡の製品である可能性が強い。 9は須恵

器警の胴部片であり、外面には平行叩きが施され、内面は細かな同心円文の当て具痕が見られる。転用硯
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として利用されており、内面にはスリ面が見られた。 10・11はロクロ土師器蓋の鉦部であり、 10の外面に

は赤色塗彩が施されている。 12はロクロ土師器杯でトあり、底部外面に一定方向の手持ちへラ削りが施され

ている。胎土に赤色スコリアを多量に含んでいる。 13は須恵、器査文は聾の口縁部片である。 14は須恵器警

の胴部片であり、外面は平行叩き、内面には無文の当て具痕が見られる。千葉市及びその周辺域に産地が

求められる聾である。 15は土師器重であり、外面に縦方向のへラ削りが施されている。

16は鉱の可能性が強い鉄製品であり、断面形は方形を呈する。 17は不明鉄製品であり、断面は方形を呈

する。 18は含鉄鉄津であり、磁着度は 6で、特殊金属探知器の検査の反応はH (0)であった。 19は砂鉄

塊系遺物と考えられる鉄津であり、磁着度は 4を測り、特殊金属探知器の検査の反応は認められなかった。

第10卜レンチ(第7図、図版 1・6・7) 

本トレンチも遺跡の西端を確認することを目的にしたトレンチである。弥生時代の竪穴住居跡2軒、古

墳時代の竪穴住居跡5軒を検出し、トレンチの東端で11基の掘立柱建物跡の柱掘形を検出した。遺物は土

器整理箱 2箱分が出土した。

本トレンチでも一面に竪穴住居跡が重複しており、ソフトローム面まで掘り下げたが切合いの状況が平

面的に判別できなかったので、サプトレンチを設定して確認した。トレンチ西端に見られる S1 12は7世

紀代の竪穴住居跡であり、 6世紀代のS113のカマドを切って存在する。床面には硬化面があり、主柱穴

1基を検出した。実測できる遺物の出土は見られなかった。 S1 13はしっかりとした掘込みを有しており、

弥生時代後期のS1 14を切って存在する。 S114はS115を切っており、しっかりとした掘込みを有し、

床面も平坦でPある。 S1 15は7世紀のS116にも切られており、掘込みは浅いものであった。遺物が全く

検出されなかったので時期については判然としないが、弥生時代後期若しくはそれ以前の竪穴住居跡と考

えられる。 S117は6世紀後半のS118を切っており、床面には凹凸が見られた。遺物には土師器高杯等

が見られる。 S1 18は掘立柱建物跡の掘形群にも切られている。なお、 S118の区域については、これら

の掘形がありサプトレンチを入れることができなかったので、同区域についてはS118のほかにもいくつ

かの竪穴住居跡が存在する可能性がある。

トレンチ東端にある11基の柱掘形には切合いが認められ、最低3時期の掘立柱建物跡が存在したと考え

られる。掘形の大きさは0.5m----1 mで、平面形は円形文は略方形であり、確認面からの深さはボーリング

棒で探査したところ35cm----70cmである。なお、確認のためにこの区域はかなり掘り下げており、土層断面

からも分かるように、実際に遺存していた掘形の深さはO.8m----1.3mである。覆土は、いずれも暗褐色で

あり、黄褐色砂を多少含むものが目立つていた。覆土が類似したものが多く、組合わせになる掘形が判別

できず、狭い範囲なので遺構配置を把握することはできなかった。これらの掘立柱建物跡の年代観につい

ては、Pit.10から 9世紀前半代の遺物が出土しているので、 8世紀から 9世紀前半代のものであると考えら

れる。

第 7図 1はPit.10から出土したロクロ土師器高台付皿である。復元口径は13.4cm、高台径は7.1cmでトある。

底部回転へラ削り後に高台が貼り付けられており、その後にヨコナデが施されている。内面にミガキが施

される。 9世紀前半代の遺物と考えられる。 2はS114出土の弥生時代後期の査の底部である。底部外面

には木葉痕が見られ、胴部下端には縦方向のへラ削りがなされる。内面には煤の付着が著しい。 3----5は

S 117出土の土師器であり、 7世紀後半の時期の遺物である。 3は高杯であり、復元口径は16.4cm、器高

10.6cmを測る。外面はへラ削り後にナデがなされ、杯部内面にはミガキが施されている。脚部底面には木

- 12-
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葉痕と考えられる条線が認められる。 4は甑の口縁部から胴部上面の破片である。内外面に丁寧なミガキ

が施されている。 5はいわゆる常総型の聾の胴部である。胎土には石英を多く含み、外面には丁寧な縦方

向のミガキが施されている。

6 '" 12、14・15はトレンチ内の出土遺物である。 6• 7は弥生時代後期の土器である。 6は小型の整で

あり、口縁端部には刻目が見られ、口縁部は輪積痕を残している。内外面にミガキが見られる。 7は査の

底部であり、外面には細かな縄文が施され、底部外面には木葉痕が見られる。 8・9は古墳時代後期の土

師器である。 8は高杯の脚部片であり、外面には縦方向のへラ削りがなされた後に赤色塗彩が施されてい

る。 9は杯で、復元口径は10.8cmであり、外面には横方向のへラ削りがなされ、内面にはミガキが施され

る。 10"'12は8世紀後半"'9世紀にかけてのロクロ土師器である。 10・11は杯であり、 10は復元底径が7.4

cmで、底部外面と下端部に回転へラ削りが施され、内外面に赤色塗彩がなされている。 11は復元口径が13.4

cm、器高3.9cm、底径8.2cmを測り、底部外面には手持ちへラ削りが施されている。 12は蓋の鉦部である。

13"'15は鉄製品である。 13はS116出土の不明鉄板である。鍛造品であり、厚さは均質で、 6mmを測り、

重さは151gである。鋳化のために肉眼では観察できないが、 X線写真では中央に直径 3mm前後の孔が穿た

れているように見られる。 14・15はトレンチ内出土の遺物である。 14は釘であり、断面は四角形を呈する。

15は断面が四角形の不明鉄製品である。

第11卜レンチ (第 8図、図版2・6・7)

本トレンチは昨年度に大型掘立建物跡SB 1 (5問x3間で桁行18m、梁行8.1m)を検出した第 4トレ

ンチの南に設定した調査区である。第11トレンチからは、古墳時代の所産と考えられる竪穴住居跡 l軒、

掘立柱建物跡 1棟及びほぽトレンチ全域から足場用と考えられるピットを含めて52基の柱穴を検出し、溝

跡1条、性格不明遺構3基を検出した。遺構については竪穴住居跡以外は奈良・平安時代の所産と考えら

れる。遺物の出土はわずかであった。

トレンチの西壁沿いに検出した S120は、 1辺が 6m前後の規模であり、掘立柱建物跡の柱掘形に東北

隅と南東隅を切られて存在する。竪穴住居跡内からは遺物を検出することができなかったが、付近の柱掘

形から 7世紀後半の土師器が出土しているので、おそらくその時期の所産と考えられる。

S B12は5間以上×規模不明で、柱聞が9.5尺等間で、14m以上の規模を有する掘立柱建物跡である。当初

は柵列跡の可能性を考えたが、第13トレンチで検出した SB10と同規模の掘形 ・間尺をもつことから、掘

立柱建物跡として認識しておきたい。掘形の規模は78cm'"100cmであり、ほかの柱掘形を切って存在する。

掘形の平面形は方形と円形に近いものが混在するが、もともとは方形であった考えられる。覆土は暗褐色

であり、 3cm'" 5 cmのローム塊を含み、白色及び黄褐色山砂を多く含んでおり、ほかの掘形と明瞭に識別

できた。掘形中央部に25cm"'30cmの柱痕が見られる。方位はN-180- Wであり、昨年度に検出した SB3・

5とほぽ同様な数値である。第4トレンチで検出した SB2は、この遺構の一部である可能性も認められ

るが、狭い面積の調査なので関連は不明である。

トレンチの最南端からは、大型の溝SD14を検出した。上端幅は3.3mであるが、最低 2回の掘返しが見

られ、底面にはU字形の窪みが2か所に認められる。溝跡内の深さは最も深い部分で、60cmを測る。このS

D14よりも南側の第12トレンチは谷部となっており、この溝跡については遺跡の南限溝である可能性が強

い。また、 SD14は、昨年度に検出した溝SD1に対して90度前後振れており、 SD1と何らかの関係が

あると考えられる。
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SX1"'3は、トレンチの北端に存在する。 3基とも覆土は暗褐色土で類似し、方位をそろえ、並んだ

状態で検出した。 SX1の主軸はN-60-Eであったため、当初はこれらの遺構を近くに見られる大型の

SB1と同軸の掘立柱建物跡の布掘遺構であると考えた。構造を明らかにするために 3基とも半載し断面

を観察したが、いずれも非常に浅く、明確な柱掘形を検出することができなかった。 SX1は、隅丸の長

方形を呈し、規模は282cmx 95cmであり、深さは25cmで、ある。重複が見られ、本来は1.7m前後の長きであ

ったと考えられる。中央部に径30cmでF深さ120cmのピットがあるが、これについては古い掘形に伴うか、若

しくは両者よりもさらに古い時期の可能性が認められる。 SX2は楕円形で、主軸方位はN-100
- Eであ

り、規模は208cmx 90cmである。深さは11cmで、あり、撹乱が多く入り、底面には凹凸が見られる。 SX3に

ついては調査区外の畑に遺構が伸びており判然としないが、おそらくは SX2と同様な大きさになるもの

と考えられる。南端部には黒褐色の覆土を有する柱掘形が見られるが、これとの新旧関係については明ら

かにすることができなかった。遺構の深さは10cmであり、底面は平坦である。小破片ではあるがSX1か

ら9世紀代と考えられる須恵器聾片が出土している。

第8図1・2は溝SD14出土の須恵器聾胴部片であり、両者とも溝底面からの出土である。 1は転用硯

であり、内面のほぽ全面が研磨されたようになっている。外面には平行叩きが施されている。 2の外面に

は平行町きが施され、内面にはナデがなされている。 3はSX1出土の須恵器聾胴部片である。外面には

平行叩き、内面には無文の当て具痕が見られ、千葉市域産の聾である可能性が高い。 4は第11トレンチ出

土の土師器杯であり、復元口径は10cmで、外面には手持ちへラ削り、内面には横方向のミガキがなされて

いる。 4についてはS120の隣の柱掘形上面から検出しており、おそらく同竪穴住居跡に伴うものである

と考えられる。時期は 7世紀後半と考えられる。

5はSB12の柱掘形から検出した鉄釘である。 6はトレンチ内出土の鉄塊系遺物である。磁着度は 6で

特殊金属探知器による反応はH (0)である。

第12卜レンチ・第15卜レンチ (第9図、図版 1・6・7) 

第12トレンチは遺跡の南端を確定することを目的とし、第11トレンチの南に設定したトレンチである。

本トレンチからは遺構は検出されず、同所は浅い谷となっていることを確認した。遺物についてはわずか

ながら出土した。

第15トレンチは、第 8・13トレンチで検出した溝SD1の続き及び第11トレンチで検出した溝SD14の

検出を目的として急速設定したトレンチである。本トレンチからは溝跡 1条、柱掘形 2基を検出した。

溝SD1の続きを検出し、これにより SD1の主軸方位がN-35S-Wであることが確定した。覆土の

状況は第8・13トレンチで検出した SD1と同様である。 SD1の幅は、土層断面部分で3.4mである。深

さについては、ボーリング棒で探索したところ確認面から65cmであるが、調査地点が斜面部に立地し、溝

の範囲が非常にわかりにくかったため、溝跡の上面をかなり削平して調査を行っており、その部分の深さ

も合算すると 1m以上に達する。なお、溝跡上面から深さ15cmの部分に宝永の時期と考えられる火山灰が

認められた。なお、第11トレンチの東西に伸びる SD14の続きは検出することはできなかった。

第9図の 1・2は第12トレンチ内出土遺物である。 1は古墳時代後期の須恵器窒胴部破片であり、外面

は平行叩きが施され、内面には同心円文当て具痕が顕著に見られる。 2は流紋岩製の砥石である。 3・4

は第15トレンチ内で検出した溝SD1から出土した遺物である。 3は須恵器高台付椀であり、高台部は欠

損している。焼成は良好である。 4は平瓦であり、凹面に布目痕が見られ、凸面にはナデがなされている。

- 16 
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第13卜レンチ (第10図、図版 3・6・7) 

本トレンチは、第 8トレンチで検出した溝SD1の続きを確認するために設定した調査区である。弥生

時代の竪穴住居跡 1基、奈良 ・平安時代の掘立柱建物跡 2棟、溝跡、 1条、柱掘形19基、性格不明遺構 1基

を検出した。遺物の出土はわずかであった。

S 119は弥生時代後期の竪穴住居跡であり、溝SD1と・SB10に切られて存在する。深さは30cm前後

であり、残存部については床面まで検出した。床面は平坦であり、硬化面や主柱穴は認められなかった。

S B10は、 S119を切り、 SB11に切られて存在する。南北は規模不明であるが東西は 3間以上の建物

跡になると考えられ、柱聞は桁行が9.5尺等間で8.5m以上の規模を有する。梁行は8.5尺である。掘形の平

面形は方形で、規模は0.7m~0 . 9mであり、暗褐色の中に黄褐色山砂が顕著に見られ、ほかの掘形と明瞭

に識別ができた。いずれも中央部に黒褐色で山砂が多く見られる柱痕と考えられる部分がある。深さはピ

ンポー/レで、探索したところ、1. 0m~1. 1mであった。方位は、 N- 60-Wであり、前回調査の第 5トレン

チで検出した SB4とほぽ同様な主軸である。

SB11はSB10を切って存在する。規模については不明で、あるが、柱聞は 9尺前後である。掘形の平面

形は方形であり、規模は50cm~60cmである。この掘形についても黒褐色の中に黄褐色の山砂が多量に含ま

れ、ほかの掘形と明瞭に区別できた。ピンポールの探索による深さは50cmと65cmでトあった。非常に硬く締

まっていたが、中央部付近に山砂が集中する部分があり、これが柱痕と考えられる。方位については、 2

基のみの掘形の検出なので不確かであるが、 N-180-W前後とみられ、 SB2・3・5・12の方位と近似

した数値になるものと考えられる。

トレンチ西側からは昨年度に検出した溝SD1の続きを検出した。 SD1はS119を切っており、幅は

3.4m前後であり、前述したように主軸方位はN-35S-Wである。また、 SD1の西側には方形で径50cm

のピットがSD1に切られて存在する。これについては、昨年度に SD1に並行する形で検出した棚列跡

SA2とほぽ同軸に見られ、掘形規模も類似するので、 SA2の続きと考えておきたい。

このほかに本トレンチ内では、柱掘形を19基を検出し、最低でも 4棟以上の掘立柱建物跡の存在が指摘

できる。また、 トレンチの西端からは 2m前後の土坑状のd性格不明遺構SX4を検出した。この土坑状の

ものはボーリング棒を入れると 1m以上入り、覆土が非常に軟らかいことから、井戸跡の可能性が考えら

れる。

第10図の 1はS119出土の弥生時代後期の査である。外面には頚部にへラ状工具により格子目状の沈線

を施し、その下には無文帯を配し、胴部には附加条縄文を施している。 2 はトレンチ出土の 8 世紀~9 世

紀の所産と考えられる須恵器聾の胴部片である。外面には平行叩きが施された後に l条の沈線が入る。胎

土に雲母が入札胴部の平行叩きが横方向であるという技法的特徴から常陸地域産の聾である可能性が考

えられる。

第14卜レンチ (第11・12図、図版 4~ 6) 

本トレンチは、(財)山武郡市文化財センターの調査区と昨年度調査を行った第 3トレンチとの中間に設

定した調査区である。この調査で検出された B-1 (規模は 1問x6間以上で、桁行は 9尺 5寸、梁行が

13尺)と第 3トレンチで検出した SB8の関連を調査の目的とした。

本トレンチからは、掘立柱建物跡 2棟、溝跡 5条、柱掘形 1基を検出した。遺物の出土はわずかである。

SB8は、 2間x6間の南北棟(第11・13図)で、桁行17.0m、梁行4.2mの掘立柱建物跡である。床束

- 18 -
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2.10m2.10m を有しており、床張りの建物跡であったことが分かる。昨年度は、この掘立柱建物跡を SB

2お m 8とSB9と別々に考えていたが、今回の調査で同一の掘立柱建物跡であることが判明した。

2.80m 昨年度に第 3トレンチ内から検出した掘形群を SB8とSB 9 (旧)に分離して考えた根拠

2田m は、 2点存在した。第 lに、 SB8の覆土に白色の山砂が中心部に含まれるのに対して、 S

B 9 (旧)には認められず、ローム塊を含んでおり、異なる建物跡であると考えられたこと。
2.90m 

第2に、 SB 8の中央の柱掘形の規模は60cmX 75cmと貧弱で、、ピンポールによる探査の深さ
2.85m 

が50cm前後なのに対して、 SB 9 (旧)の中央に見られる柱掘形は115cmX 100cmと大型で、
2.80m 

深さが105cmに達しており、規模が違い、両者が同じ建物跡と判断できなかったことである。

S B 8模式図
しかしながら、第 1については、第14トレンチで検出した SB8の柱掘形の中に白色の山

砂が多く認められる掘形 (Pit.1 )と SB 9 (旧)と同様な覆土を有する掘形が認められ、両方の覆土が混

在することが明らかになった。第 2についても、今回の調査でSB8は束柱を有することが明らかとなり、

第3トレンチで検出した SB8の中央の小型の柱掘形は束柱、 SB 9 (旧)の中央の大型の柱掘形は側柱

であるという解釈が可能となったことにより、第 3トレンチの SB 9 (旧)としていた部分を SB8の南

側側柱列として認識した。

柱聞は桁行が9尺 5寸前後であり、方位は、 N-33S-Wである。柱掘形は円形のものが大半である。

Pit. 5のみが楕円形を呈するが、撹乱が多く入り、実態は不鮮明で、あった。側柱の掘形の大きさについては、

110cm~ 120cm前後のものが多いが、 Pit.8の95cmX 90cmを最小として、 Pit.7の145cmX 135cmまでがある。

深さについてはボーリング棒で探査したところ、 70cm~110cm以上のものがあった。

床束については、 75cmX 55cm~80cm X 90cmのものまでがあり、側柱と比較するとかなり小型である。深

さについては、 Pit.6が25cmのほかは、ピンポールの探査により 50cmでトあった。

Pit. 6については、遺構の性格把握のために半蔵した(第12図)0 86cm X 76cmの掘形内の暗褐色の覆土を

10cm掘り下げたところ、円形の版築面が認められた。範囲は直径38cmであり、その部分をさらに掘り下げ

たところ、深さがさらに15cmあり、 2重の掘形であることを確認した。版築面は非常に硬く、移植ゴテで

削る際にも受け付けないほどであった。 10数層も版築が見られ、断面の細かな分層は不可能であったので、

大まかに 3層に把握した。上層は、暗褐色土の中に 2mm~10mmのローム粒と 2 mm~ 5 mmの黒色粒を少量含

む層であり、柱の当たり部と考えられる。中層はロームと黒色土が9層ほど認められる。下層は黄褐色土

層で、 1cm~ 3 cmのローム塊を含んで、いる。

なお、 Pit.9については、軸線からはずれており、本遺構に伴うものかどうか判断に苦しんだが、ここで

は床束の掘形と認識しておきたい。
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第12図 S B 8 Pit. 6遺構図・ SD5遺物実測図

~ 20 



このSB8は、山武郡市文化財センターが調査を行った回廊状建物跡B-1とは建物が異なることが明

確となった。その根拠としては、 B-1は床束が存在せず、検出されているすべての掘形に柱抜取り痕跡

が認められるが、今回検出した SB8には、床束があり、抜取り穴が全く認められないことやB-1とS

B8は梁行の長さが異なるという大きな相違点が挙げられるからである。

また、このSB8の東側に 4間以上×規模不明の掘立柱建物跡SB9が存在することが明らかになった。

東西棟の建物跡であり、桁行は 9尺等間で、梁行については昨年度に柱掘形を 1基検出しており、 7尺の

柱問であると考えられる。梁行の方位は、 N-350-Wである。

• • 

S B 9模式図

• 当初検出したのは、西側に見られるPit.1と東側のPit.4・5であり、これらの中

間地点に溝跡群が伸びていたので、同所に部分的にサブトレンチを設定し、掘り下

げた結果、 Pit.2は溝SD4・5、Pit.3は溝SD6に切られた状態で検出した。柱

掘形の形状は、基本的には隅丸の方形に近い形状を示すものと考えられるが、調査区外に伸びるものや重

複によって形状が明確には把握できないものが多い。大きさについては、 95cm'"'-'120cm前後である。 Pit.1 

とPit.5に柱掘形の重複が見られ、大型の掘立柱建物跡は 2時期にわたる建物跡であると考えられる。Pit.

5については、北東側の大型掘形を南西側の大型の掘形が切り、さらにその両者を径が63cmx 44cmの小型

の掘形と考えられるものが切っている。

Pit. 1・3・4・5に見られる帯状の張出し部は、柱の抜取り痕と考えられる。これらの部分の覆土は非

常に軟らかく、しまりがない土であった。柱掘形の深さについては、 Pit.3については柱掘形底面まで調査

を行い、当たり痕跡と考えられるものを確認した。覆土は、上層が黄褐色土で、 8cm 以下のローム塊から

なっており、中層は暗褐色土で黒色土を多く含む層である。下層は黄褐色土で 5cm以下のローム塊の層で

あった。深さは当たりの部分で140cmである。ほかの掘形については底面までは確認しておらず、深さにつ

いてはボーリンク'棒の探査で100cm'"'-'140cmであった。覆土の基本的な色調は暗褐色であり、ローム塊・ロ

ーム粒が多く、黒色の粒子が認められた。

検出した 5条の溝跡の 3条については、昨年度調査の溝SD4'"'-'6の続きであり、前述のように SB9

をいずれも切っていた。 SD4はSD5とSD13を切り、 SD5はSD13とSD6を切って存在する。 S

D4は、上端幅が1.5mであり、昨年度に検出した部分よりも幅が狭くなっている。断面形は皿状で、深さ

は28cmである。方位は、 N-40
- Eである。 SD13は、上端幅が1.6mで、深さが 8cmの非常に浅い溝跡で

あり、東側はSD5によって切られている。 SD5は、上端幅が1.6mで、下端幅は59cmである。断面形は

逆台形を呈し、深さは50cmで、ある。方位はN-330-Wである。溝の上面からは 9世後半代のロクロ土師器

が出土している。 SD6は上端幅が1.9mで、下端幅は70cmである。断面形はきれいな逆台形を呈し、深さ

は92cmである。方位はN-230-Wである。

S D12は、 SB8の北側に存在する溝であり、上端幅は1.4mで、下端幅は87cmである。断面形はきれい

な逆台形を呈し、深さは104cmである。溝は SB8の際で途切れている。覆土の中層には SB 8の覆土に見

られた白色山砂がレンズ状に堆積していた。

第12図の 1・2は溝SD5出土の土器である。 lはロクロ土師器杯であり、復元口径は12.4cm、器高3.9

cm、底径5.8cmを測る。底部外面及び下端に手持ちへラ削りがなされている。 9世紀中葉から後半の所産と

考えられる。 2は8世紀から 9世紀の須恵器饗の胴部破片であり、外面には平行叩き、内面には無文の当

て具痕が見られる。胎土に雲母が混入しており、常陸地域産の歪である可能性が考えられる。
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IV まとめ

今回は第 2次確認調査であったので、昨年度に検出した中心的な遺構の周辺の調査を実施し、遺構の規

模把握を行った。また、遺跡の南側及び西側の限界確認調査を実施した。新知見を多く得ることができた

が、さらに問題点もそれに付随して多くなった。ここでは、これまでに判明したことを整理しながら、遺

跡の性格について触れることにしたい。

1 検出遺構・遺物

今回の調査で検出した遺構は、以下のとおりである。

弥生時代後期から古墳時代初頭 竪穴住居跡4軒 (S114・15・19・29)

古墳時代後期 竪穴住居跡12軒 (S1 12 ・ 13 ・ 16~18 ・ 20 ・ 23~28)

奈良 ・平安時代竪穴住居跡2軒 (S121・22)

掘立柱建物跡5棟 (SB 8~12) 

溝跡7条 (SD 1 ・ 4~6 ・ 12~14) 

性格不明遺構 4 基 (SX1~4)

柱掘形多数

なお、遺構数は昨年度の遺構の続き部分を発掘している部分もあり、昨年度のものと一部重複する。

遺跡の推移については弥生時代後期に集落が最初に営まれ、古墳時代初頭まで続いた後に一度断絶し、

その後に古墳時代後期の集落が営まれる。 6世紀から続いたと考えられる集落の終意については、昨年度

は、 7世紀末前後と推定したが、奈良時代及び平安時代の竪穴住居跡を検出したので、ここに修正してお

く。しかしながら、これらの竪穴住居跡は調査区の西端の第 9トレンチに所在し、掘立柱建物跡群の外周

部に位置する。本遺跡の場合は、基本的に官街域と考えられる部分には竪穴住居跡が伴っておらず、 7世

紀末段階には、おそらく官街域内にあったと考えられる竪穴住居跡は域外に出されているものと考えられ

る。掘立柱建物跡は 7世紀末から 8世紀初頭には造営が開始され、 9世紀前半代まで存続したと考えられ

る。

掘立柱建跡群の方位については今回もほぼ3群(1 群真北及び東又は西に 5 度~8 度軸が振れるもの、

11群軸が西に20度前後振れるもの、 III群軸が西に34度前後振れるもの)にまとまり、建物の方位を統

一していた可能性がさらに強くなった。これら 3群の軸の振れについては、時期差になる可能性が高い。

今年度の調査でも、 N-180-WのSBllがN-60-Wの方位の SB10を切っており、 I群よりも 11群が新

しいことが確実となった。 III群の時期については、今年度も重複関係がなく不明である。

検出した掘立柱建物跡については、どれも建物規模が大きく、 SB8は2間x6間で桁行17.0mであり、

S B12は5間以上×規模不明で14m以上の規模を有すると考えられ、 SB9は4間以上×規模不明で、10.8

m 以上の規模である。 SB10とSBllについても柱聞の間尺が9.5尺と 9尺前後であり、大型の建物跡であ

る可能性が強い。

遺物については、弥生土器 ・土師器 ・須恵器、瓦、鉄製品、鉄淳が出土し、総数で土器整理箱 7箱分で
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ある。竪穴住居跡に伴うと考えられるものがほとんどであり、掘立柱建物跡の関連遺物はわずかであった。

墨書土器についても l点解読不能なものが出土したのみであった。しかしながら、転用硯については 3点

が出土した。昨年度も転用硯が 2点出土しており、奈良 ・平安時代の遺物量が極端に少ないのに比較して

多い数量と言うことができる。鉄津については、今年度も各トレンチから検出しており、付近に鍛冶工房

が存在する可能性を示唆する。

遺物の時期幅は、新たに古墳時代初頭の、土器を検出したほかは前年度と同様でトある。

2 第14トレンチ周辺域建物群の配置

第14トレンチから検出した溝跡群によって、山武郡市文化財センターの調査区検出の遺構群との位置関

係がより明確に考えることができるようになった。第13図はSB8・9、B-1・2配置想定図である。

今回の想定図は、溝跡の各位置関係で山武郡市文化財センター調査区を当てはめた。溝跡については、

位置及び溝の断面形状から、溝M-1についてはSD12が、 M-2はSD5、M-3はSD6に該当する

と考えられる。 3条の溝跡はそれぞれ直線的に伸びており、ほぽどれも位置関係に矛盾点はないので、以

下この図をもとに第14トレンチ周辺を考えることにする。なお、 B-1の南端の柱掘形については、山武

郡市文化財センターの発掘調査時点にさらに南に 1間分、柱聞が伸びることが確認されているので、付け

力日えた。

これらの建物群はコの字形に配置されていることが分かる。 B-plとB-2は直角の位置にあり、 SB

8とSB9も1.5度の軸の振れがあるものの、ほぽ同様でトある。 B-1とSB8は直線上に並んで、見られ、

両者の聞には5.7m前後の距離があると推測される。この距離は、 9.5尺の 2間分になる。 B-1と2.1m前

後離れてB-2が並び、 SB 8とSB9の距離は1.8mで、あり、相当に企画された配列であることが分かる。

SB8とB-1の桁行の柱聞については同様に9.5尺を基本としているが、梁行についてはSB8が4.2

mで、 B-1が3.9mであり、違いが認められる。また、 SB9とB-2の桁行の柱聞については同様に 9

尺であり、類似したものとなっている。

なお、 B-1とSB8の中間(両者からともに9.5尺分離れた距離)に円形で85cmX 90cmの掘形が存在す

る。これについては、 SB 8に含めて考えるか、 B-1とするか判断に苦しむところである。しかしなが

ら、 B-1であれば柱抜取り痕が顕著に認められるはずである。また、 SB8に含むとすると SB8で検

出した径が115cmで、深さ75cmのPit.2を側柱ではなく、床束と考えることになるので、可能性が少ないと

判断した。あるいはSB8とB-1を結ぶ塀の可能性も存在するのではなかろうか。

これらの建物配置は、東側にも同様な長屋建物が並ぶ可能性を予見させる。すなわち、ロの字形配置に

なる可能性も認められるのである。これら建物群は、大型でト長方形の建物群であること、ほぽ同軸でコの

字形に建物跡が見られること、周囲に掘立柱建物跡が見られず、中心部に大きな空閑地が存在すること、

周辺から遺物がほとんど検出できないこと、 SB8・B-1とほぼ同軸の大型溝SD1との関連性等から

考えるならば、郡庁域の可能性も想定されるであろう。

しかしながら、 B-1とSB9には柱の抜取り痕若しくは建替えの痕跡が認められるが、 SB8とB

2には建替えの痕跡が認められないという問題が残されている。すなわち、これらの建物跡が同時期に 4

棟そろって存在したかがいまだ不明なのである。また、 SB9の掘形の形状が隅丸方形に近い形状に対し

て、ほかの遺構の掘形が円形であることも不安要素である。 このような状況で建物跡群の機能 ・性格を決
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定するのは尚早であると考えられ、さらなる調査の進展を待って結論を出す必要があろう。 SB9の規模

把握及びこれら遺構の東側部分の解明が望まれる。

3 遺跡の性格と範囲について

これまでの調査によって判明した遺構群を整理すると、以下に列記するとおり本遺跡の官衝としての特

質が次第に浮かび上がる。

1.掘立柱建物跡については、第 1表から明らかなように規模が大きく、桁行が10mを越すものが大部

分であり、 5間x3間や 2問x6間の建物があり、桁行 5間以上のものも存在すること。梁行 2問の長屋

建物については官街に多く見られるものであり、今回の調査で明確に検出できたことは、意義が大きいと

考えられる。

2.建物の柱間寸法についても、 7尺以下のものは現在までのところ存在せず、 7尺 ・8尺 .9尺・ 9.5

尺・12尺・13尺のものが見られ、完数尺で割り切れるものが多い。一般の集落跡で通有に見られる 6尺(1.8

m)前後の柱聞の掘立柱建物跡と比較するとかなり長大な建物群である。

3.柱掘形の1辺が 1m以上のものが多く、 SB1のように1.5m前後のものも存在すること。

4.建て替えが顕著に認められ、 5時期の切り合いが認められる地点も存在し、恒久的な施設としての

性格を示しているものがあること。

5.基壇を有する建物があること。 3基の存在が知られ、それらは正倉の可能性が考えられる。

6.溝や柵列などで周囲や内部を区画している可能性が認められること。とくに溝SD1の方位が、今

回検出した 2間x6聞の SB 8とほぼ同様であったことは非常に興味深い問題を提示している。この溝跡

の西側に見られる SA2とSB8との距離は直線で54mであり、約半町に相当する。この SD1について

は第14トレンチ周辺域建物群の大きな区画溝である可能性が高いと考えられるのである。

7.建物の柱筋や棟通りがそろっている可能性が見られること。これについては、前回の調査では不明

瞭であったが、 SB8・9の検出と B-1・B-2の位置がほぼ確定したことにより、建物がそろって建

てられていることが明瞭になった。さらには棟間距離を完数尺としている可能性も高いことが明らかとな

った。

8.掘立柱建物跡の方位が3群にほぼ統一されていること。

第 1表掘立柱建物跡一覧表

建物 規 模 王 軸 桁行長 梁行長 柱問寸法 柱穴 備 考

S B 1 5間x3間 N-5'-E 18.0m 8.1m 12尺/9尺 1.5m 3時期の変遷あり

1&に7.2m 後に 8尺 後にO.9m

SB2 N-1f~20' 日「 7尺/ l. Om~1. 2m 

SB3 N-18'-W 8尺/ O.65m 

SB4 4間以上 N 邑。 W 9.6m以上 9尺/8尺 1. 1m~1. 2m 

SB5 N-20'目リf灸 W O.9m~1. 1m 

SB8 2間x6間 N-33S-W 17.0m 4.2m 9.5尺/7尺 O.9m~1. 45m 束柱がある

SB9 4間以上 N-35'-W 10.8m以上 9尺/7尺 O.95m~1. 2m 

S B10 3間以上 N-6'-W  8.5m以上 9.5尺/8.5尺 O. 7m~O.9m 

SBll N-18'-W  9尺/ O.5m~O.6m 

S B12 5間以上 N-18'-W 14.2m以上 9.5尺/ O.78m~l. Om 

B-1 5間以上x1間 N-33S-W 14.2m以上 3.9m 9.5尺/13尺 O.8m~1. 5m 方位は推定値

B-2 6間以上 N-33S-W 16.2m以上 9尺/7尺 O.95m~1. 3m 方位は推定値

掘立柱建物跡の方位については、南北棟は桁の方位、東西棟は梁の方位を表記した。なお、欠番の SB6・7については基壇

建物である。
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9.一つの区画の中に造営された建物群の方位が一定していること。

10.竪穴住居跡と掘立柱建物跡群が混在していないこと。

以上、府付建物が未検出なのを除けば、今回の調査でほぼ遺構としては官街遺跡である要件を満たして

いると考えることができるようになった。

遺跡の範囲(第 2・3図参照)については、南限は今回の調査で、第12トレンチ周辺には浅い谷が入る

ことが判明し、第11トレンチに南限溝と考えられる溝SD14を検出したことから、第11トレンチ南端付近

と捉えられる。西限については、第 9トレンチで掘立柱建物跡が見られず、奈良時代と平安時代の竪穴住

居跡各 1軒を検出したことから、この付近までは掘立柱建物跡が分布しない可能性が認められる。第10ト

レンチ内の東端部に掘立柱建物跡の柱掘形をまとまって検出しているので、この東端付近に西側の境があ

る可能性が指摘できる。

北方については、昨年度に第 1トレンチ内から大型の柱掘形を 1基検出したのみであり、掘立柱建物跡

の広がりは認められず、現在までに判明している北限は SD11付近である。東側については、第 2トレン

チから掘立柱建物跡の柱掘形と重複して基壇跡を 2基検出しており、ここまでは確実に遺構が広がること

が判明している。さらにこのトレンチの北東170m地点には、基壇跡と考えられる掘込地業が確認できるの

で、おそらく東側については、これよりもさらに伸びるであろう。

現在までに把握した遺跡の広がりは、南北の距離については、第 1トレンチ南部の SD11から、第11ト

レンチの SD14までであり、直線距離は127mである。また、東西の距離は、第10トレンチの東端から第 2

トレンチ b区までで'255mを測り、さらにY字路の断面に見られる掘込地業遺構まで含めると420mを越す

規模となる。

4 結語

調査の成果を総括すると、前回同様に具体的な官街を示す遺物の検出が見られないという点を除けば、

さらに官街である蓋然性が高まったと考えられる。現在までに判明した遺跡の規模は、東西が 4町弱、南

北がl.5町程度と推定され、 50，000m'以上に達する。

郡街域の規模については、 40，000m'以上の面積を有するという傾向が指摘2)されている。遺跡の規模及び

建物群の企画性・規模、そして郡寺と考えられる真行寺廃寺跡から最短で'250mの距離という地理的・歴史

的環境を勘案するならば本遺跡は郡街跡として認識できるであろう。

郡街の中心域である郡庁については、いまだ不明な点が多いものの、第14トレンチ付近に、ある時期の

重要な建物跡群が存在する可能性も考えることができるようになった。この区域の掘立柱建物跡の配置に

ついては、コの字形若しくはロの字形になる可能性が高いと考えられる。今後は、中心域の実態をさらに

把握し、各遺構群の機能を解明して行かなければならないであろう。

}主

1 B -1・B-2の建物の推定線については、報告書の 1/100の遺構図に線がなかったので、筆者が線引きした

ものである。これに関する責任はすべて筆者にある。

2 山中敏史 1994 I第五節郡街付属施設と郡衝の規模第一章郡街の構造と機能Jr古代地方官街遺跡の研

究』 塙書房
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第14トレンチ SB8・SD12 
(北西から)

S B 8 Pit. 3・4・6・7:左
(南東から)

SB8Pit.1 右

(北から)

S B 8 Pit. 5 :左
(南東から)

S B 8 Pit.l2 :右
(北西から)

S B 8 Pit. 6 左
(南から)

S B 8 Pit. 6断面:右
(南東から)



SB9 SD4 ~ 6 ・ 13

(西南から)

S B 9 Pit. 1 左
(西南から)

S B 9 Pit. 2、SD5:右

(北西から)

SB9Pit.4 左
(南西から)

SB9Pit.3 :右
(北西から)

SB9Pit.5 左
(西から)

S D12:右
(南東から)
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